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務組織の研究は，鷹力と穣艦，組織聞との勤懸

関係を究明することにある。

　一般に遣岩鑛物は，常温，常慶下では脆い結晶

誰であるが，極めて大なる封屡の下で醒性饗形を

行う場合には，その結晶に於いて定まった結晶面

に於いて，且特定方向に滑動連動を行うものであ

る。例えば白雲母は（O01）なる結晶面が摺動面と

なり，〔100〕が渦動方向となる。

　結晶の集合麗であっても，個々の結晶の嚢鍛は

金く上述の穣に行おれる。だし一般に集合麗（岩

石）に於ては結晶の向きが一様でないから或結晶

が滑動を踊始ししても他は開始’しない。滑動する

に都合のよい開係位置にある結晶が早く蒲り始め

るのである。

　換言すると岩石か鰹力をうけて・塑性饗形を行

ふ際には勢鐵膳力の最大な面に滑ふて・渦動蟻動

が行われ孔從って此の最大襲鐵懸方面に沼ふ渦
連動動に都合のよい麗係位置にある結晶が早く滑

動運動を行い，此の穣な關係位置にない結晶はそ

の向きが変り．，渦動するに都合のよい位置になっ

て始めて潟動を開始する。それ故に最大勢懸鰹力

繭に滑ふ渇動量が適當な値であると，その岩石を

つくっている鑛物の大多藪が一定の配列をするこ

とになるわけである。

　それ故にもしこの穣な岩石中のある特定の鑛物

の特定の結晶學的方向を統計的に測定すると，そ

の結晶學的方向が，岩石のあ亭方向に於いて極め

て多駿集中するわけである。この測定方法として

薄片をつくり（この際あらかじめ薄片の位置を定

めてつくれぱ鰯肋するのに便である）鯉緯顧微
鏡によって薄片中のある特定鑛物について，その

結晶學的方向を測定してSCHMI㎜網に投
影し，投影騒の集中度を等画穣について求め，あ

らかじめ投影画に投影された塑鐵面との灘憾躍係

を解析するのである。第1圓に示したのは，黒雲
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母の（001）に垂直なる方向の集中度を示したもの

である。　sなる剥理面（聾断面〕上に大部分の黒

雲母が（O01）を平行にして配列しているものであ

ることがわかる。a軸は窮戯面に於ける滑動方向

であり・o軸は蟻鐵面に垂直なる軌　b軸は襲断」

面上にあって乱軸に垂直なる軸であり，一般に結

晶はb軸の方向に延伸しているのでb軸は剥翼面
にみられる線紋構造の方向・と一致するものであ

る。旦S人ND通Rは結晶の醜列状態から肉眼的・
にわからない潜在的勢断面の存在を知らんとした

が，W．SCHMIDTその他の人々の研究により一
結晶に於いて潟動面，滑動方向が幾つかあること

がわかって集中度の大であるということの意味が

必ずしも一義的に解すことの出來ないということ

　　　　　　　　　がわかった。あらかじめ決

　　第1圓
曲糠は1・2・剖一6％

眞黒部は6％以上

定された勇鐵面及ぴ漕動方
向と結晶配列様式との甥懸

麗係とを調べるべきものな

のである。從ってある銭物

について結構解析（集中度

の測定）から直にその岩石

所在の地域の地質構造を論

じたもの」あるのは，繕帯

解析を也まりに過信したも

のである。

　現在のところ，種々の造岩鑛物について・それ・

それ摺動面と滑動方向とが決定され。世界各地の

饗成岩について緕構解析が行われているが多く

の問題が前途だよこたわっている。これらの問題

の解決のためには，せまい意味での地質學，岩石

學でなく，ひろく科學の他の分野，殊に物理學に

於ける研究が効果的に反1咲きれることが必要であ

る。このためには物理學者との協カー準歩物地質

學者と進歩的物理摩者との團麗酌研究一が必要一
なのである。　（申山　勇）

滋賀螺南部の長石系陶石

　黄ヨ；を産するので有名な因ノ上山ペグマタイト

地帯を中心とした滋賀縣南部の花嵩岩塊に於ける

長石系陶石が最近注目されて來れ之については
地質調査所，陶磁器試験所，京大工學部澤井研究

．室及び各業者それぞれの立場で調査研究されてい

るが，岩石學的立場から少し之を述べてみたい。

之等め陶石はすべて花嵩岩中のペグマタイト及ぴ

アプライト．或ひは花嵐岩の優白質部分を採取する

もので比較的小規模なものが多い・直鰹十敷米乃

至数十米の球状塊が花蝿岩申に存在し，形はペグ
マタイトに見られる球塊叉は楕円睡状のもので，

地質學的に見て上下左右に著しい擦りをもつもの

とは者へられない。

　陶石の質的，量的の向上を望むためには必然的

に花鵠岩中のかムる陶石岩塊を多数探索する必要

がある。良質部を探敢し去った後の周遼部を掘進

するのみでは探鑛の目的は達せられない。先っ地

質上の特徴を知る必要がある。

　この地方の長石系陶石を大別すると三種に分け

られ挑第一は純然たるペグマタイトで長石・石

英の結晶敷擾以上のものから成る。これほ長石部

（主として加里長石でパーサイト）のみを分離し
易く，最も望ましい屯のであるが量的には宥睾で

ない。第二は中粒優白質花蝿岩で，主として長石

石英粒の種3～5粍内外のものからなる。これは
現在三者のうち最も多く産するもので絡來期待し・

樽るものである。第三はアプライト質の細粒のも

ので成因的には第一のペグマタイトに特に麗係が

深い。

　これら陶石原料岩石の共通の特色は加里長石が
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一著しく多いことと脆いこととであ孔脆いことは

・探掘加工に便であるばかりでなく鑛廉の成因にも

駒係があるらしく硬さによって晶質が左右される

場合もある。

　以上の三種類の陶石が如何、一る醐係にあるかは

詳でないが・囲ノ上山択晶谷ペグマタイトの周遼

部に於ける細粒文象ペグマタイト及び三雲騨附近

百枚谷陶石山に於けるアプライト質陶石と花鵠岩

の接鰯部に於ける文象ペグマタイトの成生より考

べると第三型も或程度ペグマタイト成生の影響を

授けたものといふことが出來乱
　第二型の中粒質のものは南矧附近及ぴ石倉附近

撤

の探掘場の花闇岩中に細戯のペグマタイト又は晶

洞を塵汰がら件ぶことから見てこの繭のものもペ

グマタイト作用の影響を著しく受けたものでおる
と云ひ得る。

　これら陶石鑑床の花騨岩中に於ける分布状態は

四ノ．ヒ山花蝿岩塊を一つの地質學的車元として研

究することに一よって明らかにされ搏ることであ

る。かやうに考へるとき今まで主として地理的事

情にの碁左右されて来た此の地域の陶石探掘事業

が，今僕は岩石地質學的方法で未開襲の鑛床を見

出すことによって護展することが期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　（早糧一一）

く　　　じ　　　や 〈　　　石

　柵1⊥縣細川のほとり，龍門山のみかん畑の頂

．上に，「じしやく石」と云ふ大きな岩石がある。峠

言で爽だ旅人が。方角を見る爲に，一懐中牟ら磁石

・を取り閉して見ると，磁石が狂ひ，必ず道をあや

まって塾ふ，と云ぶことを恩師松山先生からお聞

きしたので，英調査に打ってみると・此のrしし

一やく石」は蜷紋岩であった。而も之q石は非常に

糧く磁化しておら，之れが附近に大きな磁氣異常

を起し，それによって磁石の針が北を宿さなくな

り，旗人をまよわせてゐたのであると者へられ
、た。

　こんな現象は何も珍らしい事ではなく・地球上

いたる豚に護見しうる事であって，安山岩や，玄

武岩には非常に顕著に磁石になっているものがあ
る〇

　三原山の火山揮が磁石になっていたり，叉熔岩

流が磁化していたりするのは，すでに以前から瞬

発せられている。叉此の磁性め藪生の原因も主と

して熱残留磁氣といって，地下から噴出したり，

流れ申したりした熔岩か地表で冷えて固まる時に

地球の磁場の方向に磁化されるのであると云ふ事

も近頃明かにされ㍍云は度人間に名繭がつけら

れる穣に，岩石にも生れた時につけられた磁性
（氏姓）があって．・英の附磁の方向，勘ち負極を

正極に結ぶ方向は，丁度岩石が冷却して，附磁
。されつっあった時の，地磁氣の方向に一致してい

るのであって・地磁氣こそは之め磁性のr名附け

の親」であると表へるのである。

　この様な事費が明かとなって架る一面に，芝の

磁性を測定する器械が改廃進歩され，ほんの少し

の磁性でも測定が出來る様な感度の鋭い器械が製

作されて，筆に安山岩や玄武岩の戯な彊い磁性の

ある石だ汐ではなく，どんな岩石でも英の磁性の

方向を知る事が弐第に可能となつて來た。

　こうした測定をして見ると岩石が幽來た醇に得

た磁性や，それ以後に饗化した模様。即ち英の石の

趣て來た履歴を器械で護な事が出來るのであ孔

　又最近わかった事であるが，石だけではなく，

丹波蟻や備酌蟻の様な陶器にも磁性がある事がわ

一がったのであるが・之れも陶器が鎗かれて，冷え

る時に地球の磁場によって附けられたものであら
う。

　芝の嬢な興味ある研究は，晋か函では松山基準

先生が初めて玄武岩の磁性に騎ナる研究で世界の

學界に大いに注意を喚起された事を初めとし，そ

れ以後・東京大學の永田氏致髭，東北大學の加
藤愛雄教授が基本的な研究を還付された。最近は

局じく東北大學の加藤磐雌助数援が注目すべき研

究を護表された。叉外国では，己にフランスのシ

ュパリヱやメルガソトソの研究がおり，つkいて

ドイジのケーニヒスベルガーが墓蘭拘な研究を行

ひ，岩石の磁性に關する研究は大いに蓮歩した．

一方少し後れセァメリカに於て，リ1ハン．一マク

ニッシユ等が活氣ある製表を次して地質學及ぴ地

球物理學に大に貢献したのである。私共の賓験室

でほ，理論地質撃の創設者松山基範先生の遺業を

つぎ，岩石の磁性に關する學界の進歩に鑑みて，

之れを襲展せしむべく努力を沸ってい．孔

　火成岩のみならず，水成岩にも，磁性がちると一

云ふ事が護表されたのはすでに十年も前の事であ

った。之れは資に劃期的な提言であって，岩石の

磁性の研究が魔く地質學に臓用され鎌を一する問題

をはらむ重大なる研究でちつた・

　それでは，どうして水成岩が磁石になったかと

云ふと・静かな海に塵から趨ばれて來た砂粒か沈

積する時に，これ等の中で特に強く磁石になって

いるものは，ただ上から一下へ，重力の作用によっ

て，ふらりふらりと落ちて行くだけではなく，落

下の途次に地球の磁場の作用によって，砂粒の磁

軸が，地球磁場の方向に一致するまで・まわって

沈積するらしいと云ぶのである。

　水成岩は御承知の如く，厚い堆積をしているも

のがある。そして此の堆穣に婁した時間もかなり

長いものがあ孔之の長年月の間に地球の磁場が
何の饗化もしない．で常に一定であったとは者へら

れない。必ずいくらかの製化はあった事てあら


